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は
じ
め
に

地
震
・
水
害

・
火
山
噴
火
等
の
一
般
に
「
天
災
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
災
害

を
受
け
た
者
に
と
っ
て
の
最
大
の
関
心
事
は
、
今
後
の
災
害
予
防
対
策
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
い
か
に
し
て
災
害
に
よ
る
被
害
か
ら
立
ち
直
る
か
と
い
う

点
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
の
被
災
住
民
の
気

持
は
ヽ
昭
和
五
二
年
の
有
珠
山
噴
火
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
虻
田
町
が
復
旧

対
策
事
業
に
つ
い
て
提
出
し
た
つ
ぎ
の
陳
情
書
の
中
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「有
珠
山
噴
火
災
害
復
旧
対
策
に
関
す
る
陳
情
書
」

“・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
二
年
八
月
二
九
日

一″　
　
　
　
　
　
虻
田
町

被
災
者
に
対
す
る
財
政
援
助
法
制
と
そ
の
問
題
点

被
災
者
に
対
す
る
財
政
援
助
法

と
そ
の
問
題
点

―
―

被
災
住
宅
の
復
興
を
中
心
と
し
て

去
る
八
月
七
日
の
有
珠
山
噴
人
に
よ
り
、
洞
爺
湖
温
泉
街
全
住
民

（五
二

〇
〇
人
、
一
五
五
〇
世
帯
）
は
、
精
神
的
、
物
質
‐的
に
ヽ
壊
滅
的
打
撃
を
受

け
、
噴
人
の
長
期‐
化
に
と
も
な
い
、
も
う
す
で
に
、
零
細
業
者
や
社
会
的
に

弱
い
階
層
の
町
民
間
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
が
惹
起
さ
れ
つ
つ
あ
‐り
、

地
域
社
会
分
解
の
一
歩
前
の
現
状
で
あ
り
ま
す
。
…
…
略
…
…
な
に
と
ぞ
、

今
こ
そ
緊
急
大
胆
な
援
護
、
復
興
措
置
を
と
ら
れ
、
民
生
安
定
、
経
済
復
興

に
資
せ
ら
れ
る
よ
う
強
く
陳
情
い
た
し
ま
す
。

…
・・・略
・‥
・

０
　
温
泉
町
内
の
事
業
所
、
民
家
の
倒
壊
、
な
か
ん
ず
く
屋
根
、
窓
ガ
ラ

ス
の
破
損
は
全
戸
に
わ
た
っ
て
お
ヶ
、
民
家
の
屋
根
は
、
平
均
一
軒
あ
た
り

一
〇
〇
カ
所
に
ア
ナ
が
あ
き
、
こ
れ
が
修
理
に
は
ぼ
く
大
な
費
用
が
か
か
り

ユハ
一
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ま
す
。
ま
た
、
人
山
礫
な
ど
で
被
災
し
た
自
動
車
は
、
三
〇
〇
台
以
上
に
達

し
、
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
は
全
壊
し
ま
し
た
。
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
入
れ

一
台

一

〇
万
円
ヽ
塗
装

一
台
二
〇
万
円
、
計
三
〇
万
円
の
補
修
費
と
し
て
、
こ
れ
だ

け
で
三
〇
〇
台
Ｘ
三
〇
万
円
＝
九
〇
〇
〇
万
円
の
損
失
で
す
。
し
か
も
、
建

物
、
自
動
車
、
な
ど
の
被
害
は
天
災
と
い
ヶ
こ
と
で

　ヽ
一
切
、
保
険
の
対
象

と
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
全
部
被
災
住
民
の
せ
め
に
帰
し
て
お
い
て

よ
い
で
し
よ
う
か
ｏ
　
‐

⑤
　
木
の
実
団
地
な
ど
、
二
次
災
害
に
よ
る
倒
襲

ｏ
埋
ぼ
つ
。
危
険
家
屋

七
〇
戸

（緊
急
避
難
済
み
）
の
う
ち
、
町
営
住
宅
二
六
戸
を
の
ぞ
く
、
民
家

四
四
戸
の
家
屋
お
よ
び
土
地
の
滅
失
の
経
済
的
損
失
は
、
こ
こ
に
土
地
を
買

い
、
家
を
建
て
た
住
民
の
責
任
に
帰
し
て
放
置
し
て
お
い
て
い
い
で
し
よ
う

か
。

（↓

（傍
点
筆
者
）

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
被
害
を

「
天
災
」
と
い
う
な
ら
被
災
者
に
責
任
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、

「
天
災
」
に
よ
る
被
害
を

一
方
的
に
被
災
住

民
の
責
め
に
帰
し
、
被
災
か
ら
の
立
ち
直
り
を
住
民
の
「自
助
」
に
ま
か
せ
て

お
い
て
よ
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
厳
し
く
問
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
悲
痛
な
陳
情
が
な
さ
れ
る
こ
と
自
体
、
我
が
国
の
災
害
救
助

法
制
が
い
か
に
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う

，
Ｘ

現
在
の
災
害
救
助
制
度
の
主
な
も
の
は
、
表
１
の
通
り
で
あ
る
が
、　
一
見
多

様
で
充
実
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
そ
の
実
態
は
被
災
者
の
切
実
な
要

求
に
応
え
る
も
の
に
は
ほ
ど
遠
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う

に
思

わ
れ

る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
点
を
、
被
災
住
宅
の
復
興
援
助
制
度
を
具
体
的
素
材

と
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。

〔表
１
〕
　
主
な
災
害
救
済
制
度

ユハ
二

餓腰
書
含

制
鞭獅
しヽ金等
の非

聴麟蛤等
の非常

鋤
徴方
臨
猶の
予減
等税
及

枷蛾
猶‐の議鋤及
び

救

済

制

度

一祠
聯
趙
搬

被
災
者
に
、

民
税
い
市
叶

ぞ親集
い
ま
す

の

ヽ
②

ヽ
③

の

な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

救

済

制

度

の

内

容

嚇搬師
射

郵
便
局

醐断酵金

役所庁都
場

｀｀
道

躍 質

税
務
署

窓

口

等



騨磋
鱚

嘲』］粋一い″動］一い̈麟赫

り
ま
す
。

烙言|][]
卿銀蝶鰤喩疇舞碑つ必農郵轍癬ル電

象讐1通覆緊

資
　
　
　
　
　
　
一
疇
瑚
到
灘
叱

識
鰺
野
務
後麗
噺
霰

還よ資中
期る金小

暑晰 壽
償に化

働囃燿椰つ必漁畔轄簿鵜跡鰊錬∞難

囃
鵬
轍
躍

饒

嘲
確

勒
撤

刺

生
す
る
の
に
必
要
な
経
費
と
し
て
貸

付
け
も
行
っ
て
い
ま
す
。

秘
観儲
つに珠
峨酬
“蹴
免
や徴収
猶

鱗蘇輻
存言つ曇鼻
毛雰雰T串
いたてる小

烙炸

被
災
者
に
対
す
る
財
政
援
助
法
制
と
そ
の
問
題
点

醜
孵
鉄道
の

日
本
育
英
会
の
特

別
措
置

授
業
料
の
減
免

緞麟
獣
の支

嘲に調蛤神触釜

救

済

制

度

諏張
猪往
つ救畷
動讚
彙２
の運
賃
の

激
吸
群性
力ヽの臨
酬
“噸ｒ螺
『基準

櫛燿
鱚
魏
颯
師
攀
雅

す失激°
養発
塗房
婁噴

馨鍵
毎篠
頂磐
まに

靱罐囃てに害しヽ係の鐵Ｆ轡勢後蝶麟枇ぜ

救

済

制

度

の

内

容

鉄日
道本
各国
駅有

学
校 震 醐業安定

窓

目

等

出
典
）
震
災
防
災
研
究
会
編

『
災
害
相
談

ハ
ン
ド
ブ

ツ
ク
』
二
九
五
頁

以
下
よ
り
引
用

一
、
災
害
救
助
法
上
の
救
済
措
置
と
そ
の
問
題
点

多
額
の
ロ
ー
ン
を
背
負
い
よ
う
や
く
購
入
し
た
住
宅
が

「
天
災
」
に
よ
っ

て
被
害
を
受
け
た
場
合
、
被
災
者
は

一
体
ど
の
よ
う
な
救
済
措
置
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
で
ま
ず
問
題
と
な
る
の
が
災
害
救
助
法
上
の
救
済
措
置
で
あ
る
。

災
害
救
助
法
は
災
害
に
際
し
て
の
応
急
措
置
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
の
で
、

被
災
住
宅
に
対
す
る
救
済
措
置
も
応
急
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
現
行
法
上
①

ユハ
三
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被
災
住
宅
の
応
急
修
理

（災
害
救
助
法
二
三
条

一
項
六
号
）
と
②
障
害
物
の

除
去

（同
一
〇
号
令
九
条
二
号
）
、
及
び
③
応
急
仮
設
住
宅
の
供
与

（同
二

三
条

一
項
一
号
）
の
三
つ
の
制
度
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
救
済
措
置
は
そ
の
内
容
を
詳
細
に
見
れ
ば
、
救
済
措

置
と
し
て
は
き
わ
め
て
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

ま
ず
、
応
急
修
理
は
住
居
が

「半
焼
又
は
半
壊
」
し
た
場
合
で
、

「
自
ら

の
資
力
で
は
応
急
修
理
で
き
な
い
者
」
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
、

「

居
室
、
炊
事
場
及
び
便
所
等
日
常
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
部
分
」
の

み
が
対
象
と
な
り
、
金
額
も
昭
和
五
九
年
七
月
現
在
一
九
六
、
○
○
○
円
が

最
高
限
度
と
さ
れ
て
い
る

（災
害
救
助
法
二
三
条
、
静
岡
県
災
害
救
助
法
施

行
規
則
別
表
一
の
六
）
。
対
象
が
限
定
さ
れ
て
い
る
う
え
に
、
そ
の
金
額
の

低
さ
か
ら
み
て
も
ま
さ
し
く

「応
急
」
的
な
も
の
で
あ
り
、
被
災
住
宅
の
復

興
に
資
す
る
も
の
と
は
い
い
が
た
い
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
障
害
物
の
除
去
も

「
居
室
、
炊
事
場
等
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
部
分
又
は
玄
関
等
に
」
障
害
物
が
あ
る
た
め
居
住
で
き
な
い
と
き
で
、

「

み
ず
か
ら
の
資
力
で
は
当
該
障
害
物
を
除
去
で
き
な
い
者
」
に
一
世
帯
当
た

り
六
四
、
四
〇
〇
円
を
限
度
と
し
て
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い

（前
掲
別
表

一
の
一
一
し
。

つ
ぎ
に
、
応
急
仮
設
住
宅
を
見
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
、
住
宅
が

「
全
焼
、

全
壊
叉
は
流
失
し
居
住
す
る
住
家
が
な
い
」
者
で
、
し
か
も

「
み
ず
か
ら
の

資
力
で
は
住
宅
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
」
に
対
し
て
、
二
年
以
内
に
限

っ
て
、
二
三
・
一
平
方
メ
ー
ト
ル
を
基
準
と
す
る
九
二
一
、
○
○
○
円
以
内

の
仮
設
住
宅
を
供
与
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
（前
掲
別
表

一
の
一
０
）。

六
四

住
宅
の
規
模
が
二
三

ｏ
一
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
も

「応
急
」
的

な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
で
も
昭
和
五
七
年
の
長
崎
豪
雨
災

害
に
際
し
て
は

一
一
七
件
も
の
申
込
が
あ
つ
た
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
申
請

が
認
め
ら
れ
た
の
は
わ
ず
か
に
八
件
に
す
ぎ
な
か
っ
た

↑
）
。
そ
の
原
因
の

一
つ
は
、

「
み
ず
か
ら
の
資
力
で
は
住
宅
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
」
の

判
断
基
準
に
あ
る
。
現
行
法
に
は
明
確
な
判
断
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い

た
め
、
長
崎
豪
雨
災
害
の
場
合
に
は
長
崎
県
の
指
導
に
よ
り
つ
ぎ
の
よ
う
な

判
断
基
準
が
用
い
ら
れ
た
。

仮
設
住
宅
の
設
置
、
住
宅
の
応
急
修
理
、
障
害
物
の
除
去
に
つ
い
て

一
、
自
ら
の
資
力
で
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
の
考
え
方

①
　
市
町
単
位
又
は
全
市
町
合
計
で

応
急

仮

設
住
宅

全
壊
又
は
流
失
戸
数
２
二
〇
％
以
内

（
一

二
五
戸
）

住
宅
の
応
急
修
理
　
半
壊
戸
数
の
三
〇
％
以
内

（二
七

一
戸
）

障
害

物

の
除
去
　
半
壊
又
は
床
上
浸
水
戸
数
の
一
五
％
以
内

（二
六
五
五
一月
）

②
　
し
か
し
、
全
体
が
出
揃
う
の
は
待
て
な
い
の
で
、　
一
応
希
望

を
受
け
付
け
、
所
得
税
非
課
税
限
度
の
所
得
の
一
・
五
倍
の
額

を
目
途
に
、
家
庭
状
況

（老
人
、
障
害
、
母
子
世
帯
等
）
を
勘

案
し
決
定
す
る

（別
表
）
。

二
、
実
施
方
法

仮
設
住
宅
を
除
き
原
則
と
し
て
、
市
町
に
包
括
的
に
委
任
す
る
。



〔別表〕

316,200円 1  475,000

6黎,500 1  952,Oo0

939,600    1  1,410,000

1,244,700    1  1,867,000

1,549,800    1  2,325,000

2,160,000 13,240,000

1,854,900    1  2,783,000

所得税非課税限度額 1 左 Xl.5
た
だ
し
、　
一
般
基
準
を
越
え
る
場
合
は
県
に
協
議
す
る
。

三
、
県
で
実
施
す
る
場
合
の
手
続
き

市
町
に
お
い
て
、
申
込
書
を
取
り
ま
と
め
県
に
提
出
す
る
。
県
は

、
書
類
審
査
の
う
え
救
助
を
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
同

一
地
域
ご

と
に
ま
と
め
、
応
急
修
理
に
つ
い
て
は
建
築
課
、
障
害
物
の
除
去
に

つ
い
て
は
技
術
管
理
室
に
依
頼
し
、
建
設
業
者
に
発
注
し
て
も
ら
う
。

…
…
以
下
略被

災
者
に
対
す
る
財
政
援
助
法
制
と
そ
の
問
題
点

こ
の
基
準
に
よ
る
と
、
例
え
ば
四
人
家
族
の
給
与
所
得
者
の
場
合
年
収
が

三
〇
〇
万
円
位
に
な
る
と
も
う
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
こ

の
よ
う
に
、
所
得
制
限
が
著
し
く
低
い
た
め
、
仮
設
住
宅
の
供
与
を
希
望
し

て
も
実
際
に
は
適
用
さ
れ
な
い
人
が
多
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
長
崎

豪
雨
災
害
の
場
合
に
は
、
前
述
の
一
一
七
件
の
申
請
の
う
ち
五
四
件
が
こ
の

所
得
制
限
に
引

っ
掛
か
っ
て
ハ
ネ
ら
れ
て
い
る

？
）
。

そ
れ
に
加
え
て
、
応
急
仮
設
住
宅
の
供
与
期
間
は
最
高
二
年
に
限
定
さ
れ

て
お
り
、
さ
ら
に
は
仮
設
す
る
場
所
に
つ
い
て
の
配
慮
が
欠
如
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
被
災
者
の
住
ん
で
い
た
土
地
は
通
常
災
害
に
よ
る
打

撃
に
よ
り
再
び
住
む
に
は
危
険
す
ぎ
る
場
合
が
多
い
。
し
た
が

っ
て
、
仮
設

住
宅
を
設
置
す
る
た
め
に
は
、
設
置
す
る
場
所
を
自
己
の
土
地
以
外
に
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
公
有
地
を
自
治
体
が
提
供
す
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
結
局
土
地
を
二
年
間
貸
し
て
く
れ
る
民
間
人
を
探
さ
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
が
い
か
に
困
難
か
は
い
う
ま
で
も
な

い
で
あ

ろ

以
上
の
よ
う
に
、
災
害
救
助
法
上
の
救
済
措
置
は
そ
の
内
容
が
ま
さ
し
く

「
応
急
」
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
厳
し
す
ぎ
る
所
得
制
限
や
設

置
す
る
土
地
へ
の
配
慮
が
欠
如
し
て
い
る
た
め
ほ
と
ん
ど
実
効
性
の
な
い
も

の
と
な

っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
右
の
よ
う
に
実
効
性
の
あ
ま
り
な
い
災
害
救
助
法
の
救
済
措
置
で

す
ら
す
べ
て
の
災
害
に
適
用
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、　
一
定
規
模
以
上
の
舞
害

に
限
定
さ
れ
て
い
る

（同
令

一
条
）
こ
と
に
も
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ

う
。
現
行
の
適
用
基
準
の
一
つ
は
表
二
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ

六
五
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ば
前
述
の
よ
う
な
不
十
分
な
救
済
措
置
で
さ
え
、　
一
市
町
村
内
で
四
と
五
世

帯
し
か
滅
失
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
適
用
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

３０

“

５０

６。

８０

∞

”

一ハ
ユハ

ニ
、
災
害
援
護
資
金
と
そ
の
問
題
点

災
害
援
護
資
金
は
第
七
一
回
国
会
に
お
い
て
議
員
立
法
と
し
て
成
立
し
た

「
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
↑
）
」

（昭
和
四
八
年
法
律
八

二
）
に
基
づ
く
制
度
で
あ
る
。
同
法
は
被
災
者
個
人
に
対
す
る
公
的
な
救
済

措
置
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
同
法
に
基
づ
く
援
護
資
金
は
据
置
期
間
三
年

を
含
む
一
〇
年
間
借
り
る
こ
と
が
で
き
、
利
子
も
据
置
期
間
中
は
無
利
子
、

そ
れ
以
後
も
市
町
村
事
務
費
相
当
分
の
年
三
％
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で

（同
法

一
〇
条
三
項
、
四
項
）
、
救
済
資
金
と
し
て
の
実
質
を
一
応
有
し
て

い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
援
護
資
金
に
も
種
々
の
問
題
が
あ
り
、

住
宅
復
興
と
い
う
点
か
ら
は
そ
の
実
効
性
を
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
の
で
あ

る
。ま

ず
第

一
の
問
題
点
は
、
貸
付
額
の
あ
ま
り
の
低
さ
で
あ
る
。
現
行
法
の

貸
し
付
け
限
度
額
は
表
三
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
最
高
で
も

一
八
〇
万
円
で
あ
り
、
被
害
状
況
に
応
じ
て
一
四
〇
万
、　
〓
一〇
万
等
に
減

額
さ
れ
て
い
る

（同
令
七
条
）
。
こ
の
金
額
で
は
住
宅
復
興
資
金
の
一
部
に

は
な
る
と
い
え
て
も
、
こ
の
資
金
だ
け
で
住
宅
を
復
興
す
る
の
は
無
理
で
あ

り
、
結
局
他
の
資
金
が
な
い
限
り
住
宅
の
復
興
は
望
め
な

い
こ
と
に
な

ソ０
（６
）
０

第
二
の
問
題
点
は
こ
の
援
護
資
金
に
つ
い
て
も
所
得
制
限
が
あ
り
、
昭
和

六
〇
年
度
で
は
地
方
税
法
上
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
が
つ
ぎ
の
基
準
額

以
上
に
な
る
と
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
で
あ
る

（同
令

五
条
）
。

5,000ス沫満

5,000人以上

15,000人以上

30,000人以上

50,∞0人以上

1∞,000人以上

300,000人 以上

15,0∞人未満

30,000人未満

50,0∞人未満

1∞,000人未満

3∞,000人未満

〔表2〕 災害救助法適用基準の一例 (同法施行令別表1)

住家が減失した世帯の数市町村の区域内の人口



〔表3 災害援護資金の推移〕

貸付区分    年度 48 49 52 56

①の貰蕩毒32易:以
上

ア 家財等の損害がな
い場合

イ
害
家財の%以上の損

ウ 住居の半壊
工 住居の全壊

②の

“

魂よ貌既
ア
害
家財の%以上の損

イ 住居の半壊

i』
:[i献3に

合

③の↑鶴勢を鯨募

言竃咆li躁

` 38`8咆

客

万円

30

50

50

50

20

30

50

50

万円

30

60

70

100

30

40

70

1∞

万円

35

70

85

120

35

Ю

８５

　

”

万円

“
80

100

130

40

55

90

130

万円

60

120

140

180

60

80

120

180

∞
”
”

世

帯

員

一
名

　

一
〓
一〇
万
円

世

帯

員

一
一
名
　
　
一
一九
〇
万
円

被
災
者
に
対
す
る
財
政
援
助
法
制
と
そ
の
問
題
点

世

帯

員

〓
一
名
　
　
一二
五
〇
万
円

世

帯

員

四

名

　

一二
九
〇
万
円

世
帯
員
五
名
以
上
・　
　
一
名
増
え
る
ご
と
に
三
九
〇

万
円
に
三
〇
万
円
加
算

こ
の
数
年
、
こ
の
基
準
額
が
か
な
り
引
き
上
げ
ら

れ
て
き
た
と
は
い
え
？
、

こ
れ
ま
た
厳
し
い
所
得

制
‐限
で
あ
り
、
被
災
者
の
大
部
分
が
こ
れ
に
よ
つ
援

護
資
金
制
度
の
適
用
を
拒
否
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ

ア一。な
お
、
こ
の
災
害
援
護
資
金
も
災
害
救
助
法
の
適

用
さ
れ
る
災
害
に
つ
い
て
し
か
適
用
さ
れ
な

い
の

で
、
こ
の
援
護
資
金
も

一
市
町
村
内
で
四
セ
五
世
帯

し
か
被
災
し
な
か
っ
た
よ
う
な
場
合
に
は
受
け
ら
れ

な
い
と
い
う
矛
盾
が
あ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
住
宅
を
復
興
す
る
た
め
に
は

結
局
住
宅
金
融
公
庫
の
災
害
復
興
住
宅
資
金

（住
宅

金
融
公
庫
法

一
七
条
Ⅵ
、
同
規
則

一
の
三
）
に
頼
ら

ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
同
制
度
の
貸
し
付
け

限
度
額
、
償
還
期
間
等
は
表
四
の
と
お
り
で
あ
る
。

貸
付
利
率
が
五

・
〇
五
％
と

一
般
の
場
合
に
比
べ
れ

ば
か
な
り
低
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
新
た
な
借
金

を
抱
え
る
こ
と
に
は
か
わ
り
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
損
壊
し
た
住
宅
の
ロ
ー

ン
の
支
払
が
残
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
等
に
は
実
際
上
あ
ま
り
利
用
で
き
な

六
七
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〔表 4〕

け 融資限度額 (住宅金融公庫法17,同法施行令10)

耐 火 構 造 簡易耐火構造

融資の日から3年以内の

据置期間を設けることが

でき,その期間,償還期

間を延長できる

六
八

い
で
あ
ろ
う
。

四
、
災
害
と
住
宅
復
興
の
実
例

災
害
で
住
宅
を
奪
わ
れ
て
も
、
そ
の
翌
日
か
ら
の
生
活
の
た
め
の
場
が
必

要
に
な
る
。
実
際
に
災
害
に
遭
遇
し
た
人
た
ち
は
ど
う
過
ご
す

の
だ

ろ
う

か
。
つ
ぎ
の
表
は
昭
和
六
〇
年
七
月
の
長
野
市
の
地
滑
り
災
害
で
、
家
を
奪

わ
れ
た
人
た
ち
へ
の
被
災
直
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
い
て
毎
日
新
聞
が

「
マ
イ
ホ
ー
ム
消
え
、
ロ
ー
ン
だ
け
残

っ
た
」
と
題
し
て
報
道
し
た
も
の
で

あ
る

？
）
。
被
災
者
の
気
持
が
痛
い
ほ
ど
伝
わ
っ
て
く
る
が
、
社
宅
等
が
あ

る
人
を
除
い
て
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
公
営
住
宅
へ
の
入
居
を
望
ん
で
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
公
営
住
宅
へ
の
特
定
入
居
も
三
カ
月
と
い
ぅ
期
間

制
限
が
あ
り
、
そ
の
後
の
生
活
の
場
が
問
題
と
な
ろ
う
。
そ
こ
で
、
被
災
者

の
住
宅
復
興
へ
の
関
わ
り
を
具
体
的
に
見
る
手
掛
か
り
と
し
て
、
こ
こ
で
は

昭
和
五
七
年
七
月
二
三
日
の
長
崎
大
水
害
で
の
被
災
者
の
そ
の
後
の
動
向
を

探

っ
て
み
よ
う
。

長
崎
大
水
害
に
よ
る
住
宅
被
害
は
、
全
壊
四
四
七
戸
、
四
六
三
世
帯
、
半

壊
七
四
六
戸
、
八
二
〇
世
帯
、　
一
部
損
壊
三
三
五
戸
、
一三
ハ
八
世
帯
、
床
上

浸
水
一
四
七
〇
四
戸
、　
一
六
二
七
四
世
帯
、
床
下
浸
水
八
六
四
二
戸
、
九
五

〇
六
世
帯
の
合
計
二
四
八
七
四
戸
、
二
七
三
三
一
世
帯
で
あ
る
が
Ｔ
）
、
こ

の
う
ち
の
全
壊
世
帯
に
つ
い
て
約

一
年
後
の
復
興
状
況
が
表
六
で
あ
る
。
災

害
か
ら
一
年
た
っ
て
住
宅
復
興
の
め
ど
が
た
っ
た
人
は
約
三
割
程
度
で
あ

る
。
約
四
割
の
被
災
者
は
公
営
や
民
間
の
借
家
ず
ま
い
で
あ
る
。
全
壊
し
た

住
居
を
補
修
し
て
住
む
人
た
ち
が
約

一
割
も
い
る
。
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
一
年

災害復興住宅建設資金

讐肇亀霞簿喜1琴馨墨電磐融資限度額 1逸

105,o00円

木 造 住 宅 1   800F円 1  92,0∞円

35年以内、



山 1轟
口

松
枝
　
コ
エ
　
Ю
　
無
　
職
　
４８
年
　
猪

年．
　

．
　
家
。
す
ぐ
に
外

へ
出
た

”　
嘲
にた
いく
ら　
駈
悠
一娘
の嫁

し　
線
は全額補
償

大
木
　
　
巌
　
４．
　
会
社
員
　
４８
年

野
々
村
博
美
　
３９

鮪
年。　
４
　
稼
ず
子
供
の
保
育
園
ヘ

荒
井
伊
佐
男
　
５３
　
公
務
員
　
５５
年

鮪
年。　
５
　
雌
割
つ。
観
を
助
け
に
家

ど

３
喩鯉
霧
難が難

奪
管
毛

メ

ラ

県
や
市
の

「
心
」

〔表
５
〕
長
野
市
地
滑
り
災
害
の
被
災
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

午
齢

職
　
業
　
犠
居

舞
【
押
陣
家
族

蹴
域

力ヽ時
、
ど
こ
で
何
を

を
持

っ
て

ち
出
し
　
今

一

た
の
は
　
し
い

た

一
太
　
３９
　
会
社
員
　
囃
『
　
瞬
↑
　
５
　
弓
翅

帰
　
ア
ル
バ
ム
　
　
本

文
江
　
５９
　
主
　
婦

備
年．　
２　
家
。
す
ぐ
飛
び
出
ｔ
た
小
銭
入
れ

社会

離

な一

い生た

職団

員体

炉 1準有
5   1  2

少
し
の
金
と

着
替
え

金
の
指
輪
、
仏

壇

に
　
ア
ル
バ
ム
と

植
木
の
ラ
ン

会
社
。
急
い
で
家
へ
　
　
燿
び
卸
つも
喘
　
父
の
遣
品

れ歴つ

ら何
れも
な考
いえ

き悲
にし
生い
きが
る前
向

た
藤

アの
卜着
ン替

意夫
しの
た会

慾
用

るし

も補
ら償
いを
た考
いえ

て

しし
た

（ァ死ルび
れ
、犬円

の
ド
イ
ツ
製
一カ

臓
病
の
　
家
ご
と
全
部

層
陸朗
され
た

も

の

ざ
お

る

行
政

へ
の
怒
り
　
借
家
へ

こ
れ
か
ら
ど
う

嫁
い
だ
娘
の
家

へ見
当
が

つ
か
な

定
年
■

ア
パ

の

依
田

導

凝

４９

嚇
鶴

年

鮪
年。

３

鋒

電

脅

行

な

Ｔ

ｔ

　

は
雅

鶴

係

古

忌

紡
管

セ

ぃ

大
着

食

カ

業

寧

４３

会
贅

年

ど

４

鍵

ピ
け
ぐ
舞

集

置

、
理

想

址
ち
９

被
災
者
に
対
す
る
財
政
援
助
法
制
と
そ
の
問
題
点

４９
年

桧
離
。
自
宅
へ
電
話
、　

，
貯
金
通
帳

ア家
ル族
バ

`Dム日
な記
ど

｀

代
替

喜

て史く
くを
やこてた
しわきち
いさたと

天
的
に
考
え
た

嘲
恵嗣持
ち家

六
九

親
せ
き
の
家
に

入
る
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沢
田
　
卓
司
　
５０
　
銀
行
員
　
５３
年

晴
年．　
２

降
り
て家　瀬
都醐
雌
鑽

ど

２
　
つ自費

鶴1禁
小
林
み
よ
子
　
３３

婦

年

無
　

５

墨

品
を
ま
と
綻

裔

融
ど
の

母
の
億

い

小
坂
　
要
治
　
５５
　
会
社
員
　
６。
年

有

矢
川

６４
　
会
社
員
　
″
年
　
有
　
　
３
　
な
け
Γ
蠅
け
なっ
材
った
が
　
壕
が
貴
重
品
　
貴
重

‥‥品
と
衣
類

一
紗詢
弛
暖漱

季

５２

主

婦

年

編

３

鴻
宅
。
星

品
を
憲

肇

暴

す
ゼ

薇独
でき　考
え
つかな
い　
Ｍ梯
員
住宅
に

保
子
　
５５
　
主
　
婦
　
４９
年

無

友
子
　
３０
　
主
　
婦
　
５５
年
　
無
　
　
５
　
増
残
ど
晰
磁
を
ま
と
め
　
子
供
の
衣
類

健
　
３８　
会
社
員
　
”年
鮪
年．　
５

帥
割
ぼ
　
増
わ
み
着
の

　
作
録
び
録
と
子

酸
全
と
補
　
悪
夢
の
よ
う

５

　

絵

社

．

テ

レ
ビ

を

つ
け

‐

嫁
財
道
具
す
べ　
家

死
ん
だ

峨
餞
暉戻
るし

まバ
でス
走の
つ中
た

゛

た三
バ4F
イ前
オに
り買
ンつ

イ新
ホし
l い
ムマ

く

っ
た

家

奸獄址ちのア　噸

帥
比盤
を通
り　
社
宅
に

な
い
　

　

　

て
い
る

た
ち

の
回

残
念
と
言
う
ほ
　
祖
父
母
の
持
ち

か
な
い
　
　
　
　
家
へ

公
営
住
宅
を
申

し
込
ん
だ

補
償
金
　
　
策
は
な

し公
込営
ん住
だ宅

を
申

し公
込営
ん住
だ宅

を
申

痕1層

幸
美

主
　
婦
　
５８
年
　
借
家
　
４
　
自
宅
。
外
へ
逃
げ
た
　
　
貴
重
品

フ

ト
↓

中
野
　
友
貴

医
　
師
　
５５
年

借
家
　
５
　
自
宅
。
外
へ
逃
げ
た

ア

コ
ー

オ

ン

長
谷
川
ｒ
清
　
５．
　
紳
　
賠
　
４６
年

麟
年。　
４
　
鮮
校
。
家
に
か
け
つ
け

耕
助
　
“
　
対
―
紹
　
”
年
　
略

年．
　

４
　
自
宅
に
駆
け
つ
け
た
　
　
靖
わ
み
着
の

家ヵ、ゎり
の
　てヽな傲
Й
％漱
筋
　
曖だあ
てが
な

み家
着族
のは
ま着
まの

子親

労8
もは
のい

切
灯
りが
ムと
子
一町
度の補

す
べ
て

し
て
く

こ

と

ま

る

ど
お
り
に
　
考
え
ら
れ
な
い

し
て

現
任
地
に
住
み

た
い

家
を
新
築
中

出
典
毎
日
新
聞

一
九
八
五
年
七
月
二
九
日
朝
刊
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四
カ
月
経
過
後
の
状
況
が
表
七
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ

な
い
。
住
宅
復
興
の
め
ど
が
た
っ
た
人
が
約

一
割
増
え
、
借
家
ず
ま
い
の
人

が
逆
に
約

一
割
減

っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
被
災
後
約
‘二

年
半
経
過

し
、　
一
段
落
し
た
段
階
で
住
宅
を
復
興
し
え
た
人
は
被
災
者
に
約
四
割
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
人
の
被
災
住
宅
に
つ
い
て
の
ロ
ー
ン
残
金
の
有

無
等
に
つ
い
て
は
資
料
が
な
い
の
で
正
確
に
は
断
言
で
き
な
い
が
、
住
宅
金

融
公
庫
の
復
興
資
金
が
比
較
的
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
、
す
で

に
ロ
ー
ン
の
あ
る
人
に
は
や
は
り
重
い
新
た
な
負
担
で
あ
り
、
そ
れ
が
約
四

割
‐の

人
し
力、１
住
宅
復
興
し
え
な
い
原
因
と
い

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

四
、
宅
地
援
助
と
農
地
援
助
の
不
均
衡

個
人
の
住
宅
の
場
合
に
は
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
国
の
補
助
と

い
う
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
い
わ
ば

「
自
分
で
立
ち
直
れ
」
と
放
置
さ
れ
て

い
る
が
、
個
人
の
も
の
で
も
国
が
そ
の
費
用
の
大
部
分
を
補
助
し
て
い
る
も

の
が
あ
る
。
農
地
や
農
業
用
施
設
が
そ
れ
で
あ
る
。
細
か
い
内
容
は
省
略
す

る
が

↑
）
、
例
え
ば
被
災
農
家
戸
数
五
〇
戸
、
災
害
復
旧
事
業
費
二
〇
〇
〇

万
円

（農
地
四
〇
〇
万
円
、
農
業
用
施
設

一
六
〇
〇
万
円
）
の
場
合
、　
一
般

災
害
の
で
も
八
九

・
一
％
の
国
庫
補
助
が
な
さ
れ
る
が
、
激
甚
災
害
法
の
適

用
を
受
け
る
と
こ
れ
が
さ
ら
に
ア
ッ
プ
し
、
農
地
に
つ
い
て
三
六
八
万
円
、

費
用
の
九
二
％
、
農
業
用
施
設
に
つ
い
て
は

一
五
四
三

・
二
万
円
、
費
用
の

九
六

・
五
％
も
の
国
庫
補
助
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
個
人
の
所
有
物
に
つ
い
て
は
災
害
復
旧
も
自
分
の
力
で
行

う
の
が
原
則
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
特
定
の
物
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
全
額
国

七
二

が
肩
代
わ
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
農
地
と
い
う
の
は
確
か
に
国
民
経
済
上

重
要
な
生
産
基
盤
で
あ
る
と
い
う
特
殊
性
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は

か
か
る
高
率
の
補
助
も
理
解
し
う
る
が
、
そ
の
所
有
は
個
人
の
も

の
で
あ

り
「
そ
の
生
産
物
も
個
人
に
帰
属
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
個
人
の
農

地
に
つ
い
て
こ
れ
だ
け
の
補
助
を
し
う
る
の
な
ら
個
人
の
宅
地

・
住
宅
に
つ

い
て
も
も
っ
と
高
率
の
補
助
を
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

長
崎
市
も
先
の
水
害
後
の
住
宅
復
興
の
調
査
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
な
指

摘
を
し
て
い
る
。

「
今
次
大
水
害
の
よ
う
な
災
害
は
公
共
物
以
外
の
個
人
被

害
に
対
し
て
、
わ
ず
か
に
低
利
融
資
制
度
が
あ
る
の
み
で
、
復
旧
は
す
べ
て

自
助
に
ま
か
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
厳
し
い
現
実
が
あ
り
、
な
ん
ら
か
の
救

済
措
置
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
国
の
施
策
と
し
て
、
個
人

住
宅
災
害
の
救
済
制
度
を
農
地
並
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
と
か
、
低
額
の
保

険
料
に
よ
る
住
宅
災
害
保
険
制
度
の
新
設
な
ど
、
今
後
積
極
的
に
検
討
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

ｎ
Ｉ

」

五
、
義
援
金
配
分
と
被
災
者
の
権
利

最
後
に
、
被
災
者
に
対
し
い
わ
ゆ
る
義
援
金
が
多
く
の
国
民
か
ら
当
該
自

治
体
に
寄
せ
ら
れ
る
が
、
そ
の
義
援
金
の
配
分
方
法

ｏ
基
準
に
つ
い
て
は
現

行
法
上
何
ら
の
定
め
が
な
い
こ
と
も
問
題
で
あ
ろ
う
。
義
援
金
を
拠
出
す
る

者
は
当
然
そ
れ
が
適
切
に
被
災
に
よ
り
困
窮
し
て
い
る
人
々
に
配
分
さ
れ
る

こ
と
を
望
ん
で
お
り
、
他
方
被
災
者
も
適
切
な
基
準
で
義
援
金
を
受
け
る
権

利
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
長
崎
水
害
の
義
援
金
の
一
部
が
罹
災
の
有
無
に
か
か
わ
ら



ず
長
崎
市
内
の
全
自
治
会
に
配
分
し
た
こ
と
の
違
法
性
を
争

っ
た
水
害
義
援

金
配
分
処
分
取
消
訴
訟
が
注
目
さ
れ
た
が
、
長
崎
地
裁

（昭
和
五
九
年
六
月

六
日
判
決
、
判
例
地
方
自
治
昭
和
五
九
年
五
号

一
一
頁

盆
）
）
お
よ
び
福
岡

高
裁

（昭
和
六
〇
年
四
月
二
四
日
判
決
、
行
集
三
六
巻
四
号
五
三
六
頁
）
は

義
援
金
の
贈
り
主
と
自
治
体
と
の
関
係
を
民
法
上
の
委
任
あ
る
い
は
準
委
任

契
約
で
あ
る
と
し
、
義
援
金
配
分
行
為
は
委
任
あ
る
い
は
準
委
任
契
約
の
債

務
の
履
行
で
あ
り
、

「
私
法
上
の
行
為
」
で
あ
っ
て
行
政
処
分
と
は
い
え
な

い
と
し
、
訴
え
そ
の
も
の
を
い
わ
ば
門
前
払
い
し
て
し
ま
っ
た

Ω
Ｉ

し
か
し
、
こ
れ
で
は
義
援
金
の
贈
り
主
で
あ
る
者
が
そ
の
配
分
方
法
を
争

う
と
い
う
お
よ
そ
非
現
実
的
な
こ
と
が
な
い
限
り
、
義
援
金
の
配
分
に
つ
い

て
は
チ
ニ
ツ
ク
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
義
援
金
も

「
公

金
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
点
を
重
視
し
、
そ
の
配
分
の
是
非
を
争
う
余
地

を
解
釈
論
と
し
て
認
め
る
べ
き
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
同
時
に
立
法
論
と
し

て
も
義
援
金
の
適
切
な
配
分
方
法
を
明
確
化
し
、
贈
り
主
、
罹
災
者
双
方
に

そ
の
配
分
方
法
を
事
前
に
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

お
わ

り

に

以
上
、
我
が
国
の
被
災
者
救
済
制
度
の
実
態
を
被
災
住
宅
の
復
興
と
い
う

側
面
か
ら
眺
め
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
我
が
国
の
災
害
救
助
法
制
は
い
ま
な

お

「
自
助
の
原
則
」
に
立
っ
て
お
り
、
被
災
者
は
結
局
の
と
こ
ろ
自
分
で
立

ち
直
る
し
か
な
い
こ
と
を
改
め
て
確
認
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
被
災
者
救

済
の
必
要
は
被
災
者
を
出
し
た
自
治
体
か
ら
も
強
く
要
望
さ
れ
て
き
て
い
る

の
に
、
国
の
制
度
と
し
て
は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
の
が
実
状

被
災
者
に
対
す
る
財
政
援
助
法
制
と
そ
の
問
題
点

で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
天
災
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
の
中
に
は
実
質
的
に
人

災
と
い
え
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
先
の
長
崎
豪
雨
も
、
昭
和
四
二
年
の
佐

世
保
豪
雨
に
際
し
て
、
同
じ
よ
う
な
豪
雨
が
長
崎
を
襲
っ
た
場
合
に
は
佐
世

保
を
上
回
る
惨
事
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
が
か
な
り
前
か
ら
予
測
さ
れ
て
い
た

こ
と

翁
）
等
か
ら
す
れ
ば
、
災
害
に
つ
い
て
は
天
災
で
は
な
く
人
災
と
し
て

そ
の
責
任
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
天
災
で

あ
る
と
し
て
行
政
が
そ
の
責
任
を
回
避
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

「
天
災
」

で
あ
る
な
ら
ば
被
災
者
個
人
に
も
責
任
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
な
ん
ら
か

の
実
効
性
の
あ
る
救
済
措
置
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
も
現

行
制
度
が
前
提
と
し
て
い
る

「
自
助
の
原
則
」
を
根
本
的
に
改
め
る
必
要
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

（
１
）

渡
辺
良
智

「有
珠
山
噴
火
」

（広
瀬
弘
忠
編

『
災
害
へ
の
社
会
科

学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
』
、
新
曜
社
、
所
収
）
二
三
八
頁
以
下
。

（
２
）

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
洋
三

「
災
害
の
法
律
問
題
」

（
『東

京
大
学
公
開
講
座
・天
災
と
人
災
』
所
収
Ｙ
一五
二
頁
以
下
で
も
、
堤

防
の
決
壊
に
よ
る
災
害
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、「
国
の
災
害
復
旧
は
堤
防

の
復
旧
と
土
地
の
現
状
回
復
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
水
に
流
さ
れ
た

住
宅
（
マ
イ
ホ
ー
ム
）
の
損
失
保
障
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。　
一
ｏ
・

住
宅
を
流
さ
れ
た
人
は
、
か
く
て
、
現
行
法
の
わ
く
の
な
か
で
は
、

ほ
と
ん
ど
救
済
さ
れ
る
見
込
が
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）

「
本
科
学
者
会
議
長
崎
支
部
災
害
調
査
委
員
会

「
長
崎
豪
雨
災
害

七
三
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の
実
態
と
今
後
の
課
題
」
日
本
の
科
学
者

一
八
巻
二
号
二
八
頁
。

（
４
）

官
入
興

一
「
長
崎
豪
雨
禍
、
そ
の
政
治
経
済
学
」
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

一
九
八
二
年

一
一
月
二
日
号
三
二
頁
。
な
お
、
住
宅
が
全
壊
し
た
四

六
三
世
帯
に
対
す
る
緊
急
措
置
と
し
て
は
仮
設
住
宅
の
ほ
か
に
、
公

営
住
宅
へ
の
特
定
入
居
も
あ
り
、
長
崎
市
の
場
合
は
市
営
住
宅

一
七

〇
戸
、
県
営
住
宅
四
〇
戸
、
雇
備
促
進
住
宅

一
六
戸
の
合
計
三
二
六

戸
の
入
居
が
あ
っ
た

（昭
和
六
〇
年
三
月
長
崎
市
議
会
事
務
局

『
災

害
対
策
特
別
委
員
会
調
査
報
告
書
』

一
〇
頁
）
。
し
か
し
、
こ
れ
も

三
カ
月
と
い
う
期
間
制
限
が
あ
る
。
官
入

ｏ
前
掲
論
文
は
こ
う
し
た

状
況
に
つ
い
て

「
こ
こ
に
あ
る
の
は
、
階
層
構
造
を
な
す
日
本
の
住

宅
問
題
の
縮
図
で
あ
り
、
基
本
的
に
自
助
と
自
力
救
済
に
任
せ
ら
れ

た
庶
民
生
活
の
縮
図
で
は
な
い
の
か
。
社
会
的

・
経
済
的
弱
者
は
災

害
に
よ
っ
て
弱
者
た
る
こ
と
を
ま
す
ま
す
増
幅
さ
れ
、
社
会
の
底
辺

か
ら
再
び
浮
び
あ
が
る
こ
と
は
困
難
と
な
る
」
と
厳
し
く
指
摘
し
て

い
る
。

（
５
）

こ
の
法
律
は
昭
和
四
七
年
の
豪
雨
災
害
を
契
機
に
制
定
さ
れ
た
災

害
弔
慰
金
補
助
制
度
を
発
展
さ
せ
る
も
の
と
し
て
昭
和
四
八
年

に

「
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
び
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法

律
」
と
し
て
制
定
さ
れ
、
昭
和
五
七
年
に
現
行
の
名
称
に
変
え
ら
れ

た
。な

お
、
こ
の
法
律
が
制
定
さ
れ
る
以
前
か
ら
国
会
で
個
人
災
害
救

済
問
題
が
何
度
と
な
く
議
論
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
四
六
年
に
は

「
個

人
災
害
共
済
制
度
要
綱
案
」
が
総
理
府
で
取
ま
と
め
ら
れ

て

い
る

七
四

が
、
種
々
の
難
点
か
ら
実
現
し
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

伊
藤
廉

「
災
害
対
策
」
地
方
財
務
昭
和
五
六
年

一
一
月
号
二
六
九
頁

以
下
を
参
照
。

（
６
）

国
の
貸
付
額
が
こ
の
よ
う
に
不
十
分
な
の
で
、
自
治
体
が
独
自
に

実
効
性
あ
る
貸
付
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
自
治
体
が
独

自
に
貸
付
制
度
等
を
設
け
る
こ
と
は
災
害
弔
慰
金
の
支
給
な
ど
の
関

す
る
法
律
に
反
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

厚
生
省
社
会
局
施
設
課
編

『
災
害
弔
慰
金
等
関
係
法
令
通
知
集
』

（昭
和
五
八
年
版
、
第

一
法
規
）
二
四
五
頁
以
下
参
照
。

（
７
）

災
害
援
護
資
金
の
所
得
制
限
は
昭
和
四
八
年
で
は
世
帯
員

一
人

一

五
〇
万
円
で
加
算
額

一
人
に
つ
き
三
〇
万
円
と
い
う
基
準
か
ら
は
じ

ま
り
、
毎
年
の
よ
う
に
少
し
づ
つ
引
き
上
げ
ら
れ
て
き
て
い
る
。

（
８
）

毎
日
新
聞
昭
和
六
〇
年
七
月
二
九
日
朝
刊

（
９
）

こ
の
点
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
災
害
対
策
制
度
研
究
会
編

『
日
本

の
災
害
対
策
』

（昭
和
六

一
年
、
ぎ
ょ
う
せ
い
）
三
三
〇
頁
以
下
参

照
。

（
１０
）

前
掲

『災
害
対
策
特
別
委
員
会
調
査
報
告
書
』

一
一
頁
。

（
ｎ
）

評
訳
と
し
て
、
福
家
俊
朗

・
判
例
研
究

（日
本
財
政
法

学
会
編

『
地
方
財
政
の
諸
問
題
』
）

一
七
六
頁
以
下
参
照
。

（
・２
）

こ
の
他
に
、
義
援
金
の
配
分
が
市
に
損
害
を
与
え
た
こ
と
に
な
る

か
否
か
も
争
わ
れ
た
が
、
長
崎
地
裁
昭
和
五
九
年
九
月

五

日
判
決

（判
例
地
方
自
治
八
号
七
頁
）
は
、
義
援
金
を
民
法
上
の
委
任
も
し

く
は
準
委
任
と
解
す
る
立
場
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
は
贈
り
主
と
配



分
を
受
け
る
者
と
の
仲
介
を
す
る
に
す
ぎ
ず
、
配
分
そ
れ
自
体
に
よ

り
、
地
方
公
共
団
体
が
損
害
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
、
と
し
て
訴
え

を
退
け
て
い
る
。

（
・３
）

例
え
ば
、
読
売
新
聞
昭
和
四
二
年
七
月

〓
二
日
の
長
崎
版

で
は

「
豪
雨
長
崎
を
襲

っ
た
ら

・
ｏ
・
」
と
い
う
記
事
の
中
で
、
佐
世
保

の
豪
雨
視
察
後
の
同
月

一
二
日
に
行
わ
れ
た
長
崎
市
の
緊
急
部
課
長

会
議
で
、
消
防
局
長
が

「
佐
世
保
市
と
同
じ
よ
う
な
豪
雨
が
長
崎
市

を
襲

っ
た
場
合
、
河
川
や
高
台
の
宅
地
条
件
等
か
ら
み
て
佐
世
保
市

よ
り
も
ひ
ど
い
被
害
が
予
想
さ
れ
る
。
」
と
発
言
し
て
い
る
こ
と
が

報
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
一
九
八
六
年

一
一
月
三
〇
日
　
脱
３

（本
稿
は
、
昭
和
五
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

一
般
研
究
Ａ

「
災
害
を
め
ぐ
る
法
的
諸
問
題
の
総
合
的
研
究
」
に
よ
る
研
究
の
一

部
で
あ
る
）

被
災
者
に
対
す
る
財
政
援
助
法
制
と
そ
の
問
題
点

七
五

(有)コピング


